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イ
ン
ド
経
済
は
堅
調
に
推
移

　

2
0
2
3
年
前
半
、
国
際
機
関
を
含
む

多
く
の
経
済
調
査
機
関
は
イ
ン
ド
景
気
に

つ
い
て
、
イ
ン
フ
レ
や
そ
れ
に
対
応
す
る

た
め
の
金
融
引
き
締
め
を
主
因
に
景
気
拡

大
ペ
ー
ス
が
次
第
に
鈍
化
し
て
い
く
と
予

測
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
内
需

を
け
ん
引
役
に
底
型
く
推
移
し
、
23
年
度

（
23
年
4
月
〜
24
年
3
月
）
の
実
質

G
D
P
（
国
内
総
生
産
）
は
前
年
度
比
プ

ラ
ス
8
・
2
%
と
前
年
度
（
同
プ
ラ
ス
7
・

0
%
）
か
ら
加
速
し
た
（
図
表
1
）。
大

方
の
予
想
に
反
し
て
イ
ン
ド
経
済
が
好
調

だ
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
内
需
主
導
型
経

済
で
あ
り
、
諸
外
国
と
比
べ
て
世
界
経
済

の
減
速
の
影
響
を
受
け
に
く
い
こ
と
に
加

え
て
、
以
下
の
3
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
政
府
の
イ
ン
フ
レ
抑
制
に
向

け
た
取
り
組
み
の
強
化
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
を
き
っ
か
け
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
の
上
昇
に
対
し
て
、
イ
ン
ド
政
府

は
割
安
な
ロ
シ
ア
産
原
油
の
輸
入
拡
大
や

燃
料
税
の
引
き
下
げ
に
踏
み
切
っ
た
。
そ

の
結
果
、
原
油
輸
入
に
占
め
る
ロ
シ
ア
産

の
割
合
は
21
年
度
の
2
%
か
ら
22
年
度
に

約
2
割
に
急
上
昇
し
、
23
年
度
は
3
割
台

に
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
異
常
気
象
を
受
け

た
農
作
物
の
供
給
不
足
に
よ
る
イ
ン
フ
レ

圧
力
に
対
し
て
、
政
府
は
①
白
米
（
非
バ

ス
マ
テ
ィ
米
）
の
輸
出
禁
止
②
タ
マ
ネ
ギ

へ
の
40
%
の
輸
出
関
税
の
導
入
③
小
麦
や

コ
メ
の
政
府
備
蓄
の
放
出
─
な
ど
の
措
置

を
講
じ
る
こ
と
で
国
内
供
給
の
安
定
を
図

っ
た
。
一
連
の
対
応
の
結
果
、
イ
ン
フ
レ

率
は
お
お
む
ね
イ
ン
ド
準
備
銀
行
の
目
標

レ
ン
ジ
内
に
収
ま
っ
た
。

　

第
二
に
、
イ
ン
ド
準
備
銀
行
の
利
上
げ

停
止
で
あ
る
。
22
年
5
月
以
降
、
イ
ン
ド

準
備
銀
行
は
為
替
相
場
と
物
価
の
安
定
に

向
け
て
6
会
合
連
続
で
利
上
げ
を
実
施
し
、

23
年
度
も
金
融
引
き
締
め
路
線
が
続
く
と

見
込
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ
カ

の
中
堅
銀
行
の
破
綻
や
欧
州
の
大
手
銀
行

の
経
営
不
安
を
受
け
て
イ
ン
ド
準
備
銀
行

は
急
速
な
金
融
引
き
締
め
に
よ
る
自
国
の

金
融
シ
ス
テ
ム
へ
の
悪
影
響
を
警
戒
す
る

よ
う
に
な
り
、
23
年
2
月
以
降
は
政
策
金

利
の
据
え
置
き
を
続
け
て
い
る
。

　

第
三
に
、
良
好
な
消
費
マ
イ
ン
ド
の
継

続
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
を
受
け
て

イ
ン
ド
第
3
次
モ
デ
ィ
政
権
の
展
望

改
革
に
向
け
て
試
さ
れ
る
手
腕・リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

日
本
総
合
研
究
所
調
査
部 

主
任
研
究
員

熊
谷
章
太
郎

外交・国際

　
好
調
な
景
気
が
続
く
中
、
イ
ン
ド
で
は
本
年
6
月
初
旬
に
か
け
て
5
年
に
1
度
の
下
院
総
選
挙
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の

結
果
、
モ
デ
ィ
首
相
が
率
い
る
イ
ン
ド
人
民
党
を
中
心
と
す
る
国
民
民
主
同
盟
（
N
D
A
）
が
過
半
数
の
議
席
を
維
持
し
、

モ
デ
ィ
政
権
が
3
期
目
に
突
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
後
、
政
府
が
直
面
す
る
主
要
課
題
は
①
経
済
成
長
を
通
じ
た
雇

用
創
出
②
金
融
・
財
政
を
中
心
と
す
る
経
済
の
安
定
性
向
上
③
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の
両
立
─
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
課

題
解
決
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
人
民
党
へ
の
求
心
力
が
低
下
す
る
中
、
賛
否
両
論
の

あ
る
経
済
改
革
は
難
航
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

く
ま
が
い
・
し
ょ
う
た
ろ
う　

2
0
0
8
年
3
月
東
京
大
学
大
学
院

経
済
学
研
究
科
修
了
、同
年
日
本
総

合
研
究
所
入
社
。研
究
分
野
は
タ
イ
・

イ
ン
ド
経
済
。

https://w
w
w
.jri.co.jp/page.

jsp?id=2796
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各
種
活
動
制
限
が
撤
廃
さ
れ
る
中
、
23
年

度
の
イ
ベ
ン
ト
消
費
は
例
年
以
上
の
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。
11
年
以
来
と
な
る
イ

ン
ド
で
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

（
23
年
10
〜
11
月
）、
ヒ
ン
ズ
ー
教
の
大
祭

「
デ
ィ
ワ
リ
（
同
年
11
月
）」
や
「
ホ
ー
リ

ー
（
24
年
3
月
）」
に
関
連
し
た
大
型
セ

ー
ル
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
消
費
は
好
調

に
推
移
し
た
。

下
院
総
選
挙
は
予
想
外
の
接
戦
に

　

本
年
6
月
初
旬
に
か
け
て
行
わ
れ
た
5

年
に
1
度
の
下
院
総
選
挙
で
は
、
良
好
な

景
気
を
背
景
に
モ
デ
ィ
首
相
率
い
る
イ
ン

ド
人
民
党
と
同
党
を
中

心
と
す
る
政
党
連
合

N
D
A
が
圧
勝
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
た
。
大

方
の
予
想
通
り
N
D
A

が
過
半
数
の
議
席
を
維

持
し
、
モ
デ
ィ
政
権
が

3
期
目
に
突
入
す
る
こ

と
と
な
っ
た
も
の
の

（
図
表
2
）、
イ
ン
ド
人

民
党
の
議
席
数
が
前
回

か
ら
大
幅
に
減
少
す
る

予
想
外
の
接
戦
と
な
っ

た
。
ま
ず
、
多
く
の
国

民
が
モ
デ
ィ
政
権
の
続

投
を
支
持
し
た
理
由
と

し
て
は
、
景
気
が
好
調

に
推
移
し
た
こ
と
に
加

え
、
以
下
の
三
つ
の
要

因
を
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
に
、
国
際
政
治

に
お
け
る
イ
ン
ド
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
の
高
ま
り
で
あ
る
。
モ
デ
ィ
政

権
は
、
主
要
7
カ
国
（
G
7
）
と
ロ
シ
ア

の
対
立
の
間
で
「
漁
夫
の
利
」
を
目
指
す

バ
ラ
ン
ス
外
交
を
展
開
し
、
ロ
シ
ア
か
ら

の
割
安
な
原
油
輸
入
を
急
拡
大
さ
せ
る
一

方
、
対
ロ
経
済
制
裁
を
強
化
す
る
先
進
国

と
の
関
係
悪
化
を
回
避
し
、
半
導
体
を
は

じ
め
経
済
安
全
保
障
上
重
要
な
分
野
で

G
7
の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
成

功
し
た
。
イ
ン
ド
が
議
長
国
を
務
め
た
23

年
9
月
の
20
カ
国
・
地
域
（
G
20
）
サ
ミ

ッ
ト
で
は
採
択
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
首
脳

宣
言
を
無
事
に
取
り
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

ア
フ
リ
カ
連
合
の
G
20
の
常
任
メ
ン
バ
ー

へ
の
参
加
を
主
導
す
る
な
ど
、
新
興
国
に

対
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
も
発
揮
し
た
。

　

第
二
に
、
国
民
の
約
8
割
を
占
め
る
ヒ

ン
ズ
ー
教
徒
の
支
持
獲
得
に
つ
な
が
る
政

策
で
あ
る
。
特
に
高
い
支
持
を
集
め
た
の

は
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
と
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

長
年
帰
属
を
巡
っ
て
争
っ
て
い
た
、
ウ
ッ

タ
ル
プ
ラ
デ
シ
ュ
州
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ
に
お

け
る
ヒ
ン
ズ
ー
寺
院
の
建
設
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
モ
デ
ィ
首
相
に
匹
敵
す
る
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
有
す
る
対
抗
馬
の
不
在

で
あ
る
。
23
年
7
月
、
最
大
野
党
で
あ
る

国
民
会
議
派
を
中
心
に
40
の
政
党
は
政
党

連
合
「
I
N
D
I
A
（
イ
ン
ド
国
家
開
発

包
括
同
盟
）」
を
結
成
し
た
が
、
国
民
会

議
派
の
求
心
力
の
不
足
な
ど
を
理
由
に
公

式
の
首
相
候
補
を
決
定
で
き
な
か
っ
た
。

国
民
会
議
派
の
中
で
は
、
歴
代
首
相
を
輩

出
し
た
ガ
ン
ジ
ー
家
の
ラ
フ
ル
・
ガ
ン
ジ

ー
氏
が
首
相
候
補
と
し
て
有
力
視
さ
れ
て

い
た
が
、
州
首
相
や
閣
僚
の
経
験
が
な
い

こ
と
を
理
由
に
政
権
担
当
能
力
に
つ
い
て

は
懐
疑
的
な
見
方
が
多
く
、
世
論
調
査
に

お
け
る
支
持
率
は
モ
デ
ィ
首
相
と
比
べ
る

と
低
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
も
関
わ
ら
ず
イ
ン
ド

人
民
党
の
議
席
数
が
前
回
か
ら
大
幅
に
減

少
し
た
理
由
と
し
て
は
、イ
ン
ド
で
は「
反

現
職
（Anti-incum

bency

）」
の
傾
向

が
元
来
強
い
こ
と
に
加
え
、
モ
デ
ィ
政
権

下
の
少
数
派
に
対
す
る
抑
圧
的
な
政
策
や

報
道
の
自
由
の
後
退
を
受
け
て
、
イ
ン
ド

が
重
要
視
し
て
き
た
セ
キ
ュ
ラ
リ
ズ
ム

（
政
教
分
離
主
義
）
や
民
主
主
義
の
揺
ら

ぎ
に
対
す
る
危
機
感
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

み
な
ら
ず
、
大
多
数
を
占
め
る
ヒ
ン
ズ
ー

教
徒
の
間
で
も
高
ま
っ
た
こ
と
を
指
摘
で

き
る
。

直
面
す
る
経
済・社
会
課
題

　

第
3
次
モ
デ
ィ
政
権
の
主
要
課
題
は
、

従
来
と
大
き
く
は
変
わ
ら
ず
、
以
下
の
3

点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
経
済
成
長
を
通
じ
た
雇
用
創
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（出所）Ministry of Statistics and Programme Implementationを基に日本総研作成

〈図表1〉実質GDP（前年度比）
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出
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束
以
降
、
雇

用
環
境
は
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、
都
市

部
で
は
依
然
と
し
て
若
年
層
の
約
2
割
が

失
業
状
態
に
あ
り
、
失
業
問
題
は
物
価
上

昇
と
並
ぶ
モ
デ
ィ
政
権
の
重
要
課
題
と
し

て
各
方
面
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
進

国
と
同
様
、
イ
ン
ド
で
も
都
市
部
を
中
心

に
少
子
化
が
加
速
し
て
お
り
、
労
働
供
給

の
増
加
ペ
ー
ス
は
鈍
化
し
つ
つ
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
生
産
年
齢
人
口
（
15
〜
64
歳
人

口
）
は
今
後
も
年
間
1
0
0
0
万
人
以
上

の
ペ
ー
ス
で
増
加
し
続
け
る
と
見
込
ま
れ

て
い
る
。
失
業
や
そ
れ
に
伴
う
飢
餓
、
貧

困
、
自
殺
な
ど
の
社
会
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
高
い
経
済
成
長
を
通
じ
て
大

量
の
雇
用
を
生
み
出
し
続
け
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

第
二
に
、
金
融
・
財
政
を
中
心
と
す
る

マ
ク
ロ
経
済
の
安
定
性
向
上
で
あ
る
。
金

融
面
で
は
、
政
府
の
中
小
企
業
向
け
の
金

融
支
援
や
バ
ッ
ド
バ
ン
ク
を
通
じ
た
不
良

債
権
処
理
の
加
速
を
受
け
て
、
潜
在
的
な

金
融
リ
ス
ク
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
商

業
銀
行
の
不
良
債
権
比
率
は
足
元
に
か
け

て
低
下
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
政
学
リ

ス
ク
の
高
ま
り
や
異
常
気
象
を
受
け
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
価
格
の
高
騰
、
先
進
国

の
金
融
引
き
締
め
な
ど
が
、
ル
ピ
ー
安
と

イ
ン
フ
レ
の
悪
循
環
を
招
き
、
そ
れ
に
対

応
す
る
た
め
の
金
融
引
き
締
め
に
よ
り
景

気
が
悪
化
し
、
不
良
債
権
問
題
が
再
燃
す

る
リ
ス
ク
は
無
視
で
き
な
い
。

　

近
年
、
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
か
ら
の
割
安

な
原
油
輸
入
の
拡
大
や
コ
メ
の
食
料
の
輸

出
規
制
な
ど
を
通
じ
て
イ
ン
フ
レ
圧
力
を

抑
制
し
て
き
た
。
し
か
し
①
ロ
シ
ア
産
の

原
油
の
割
安
感
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
②

原
油
輸
入
に
占
め
る
ロ
シ
ア
の
割
合
は
既

に
3
割
に
達
し
て
お
り
、
過
度
な
ロ
シ
ア

へ
の
輸
入
依
存
へ
の
警
戒
も
高
ま
り
つ
つ

あ
る
こ
と
③
食
料
輸
出
規
制
に
対
す
る
国

際
社
会
か
ら
の
批
判
は
強
ま
っ
て
お
り
、

一
段
の
厳
格
化
や
継
続
は
「
新
興
国
の
盟

主
」
に
な
る
と
い
う
イ
ン
ド
の
目
標
達
成

を
困
難
に
す
る
こ
と
─
な
ど
を
踏
ま
え
る

と
現
在
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。
根
本

的
な
対
応
と
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
輸
入

依
存
度
の
引
き
下
げ
や
製
造
業
振
興
を
通

じ
た
経
常
収
支
赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
な

ど
の
構
造
転
換
が
必
要
で
あ
る
。

　

財
政
面
で
は
、
良
好
な
景
気
に
伴
う
税

収
増
加
を
受
け
て
中
央
政
府
の
財
政
状
況

は
改
善
方
向
に
あ
る
が
、
州
政
府
の
赤
字

を
含
め
た
一
般
政
府
の
財
政
赤
字
と
債
務

残
高
の
対
名
目
G
D
P
は
そ
れ
ぞ
れ
10
%

弱
、
80
%
強
で
あ
り
、
財
政
再
建
が
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

そ
の
実
現
に
は
、
経
済
成
長
の
加
速
に
加
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Alliance、統一進歩同盟）：INC（Indian National Congress、インド国民会議派）を中心とする政党連合、 INDIA（Indian National 
Developmental Inclusive Alliance、インド国家開発包括同盟）：旧UPA（2023年7月に政党連合の名前をINDIAに変更）。大統領指
名を除く543議席。

（出所）Election Commision of India、各種報道を基に日本総合研究所

〈図表2〉下院総選挙の結果
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え
、
納
税
率
の
引
き
上
げ
や
歳
出
効
率
化

な
ど
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の
両

立
で
あ
る
。
経
済
成
長
に
伴
う
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
の
増
加
を
背
景
に
、
温
室
効
果
ガ

ス
や
大
気
汚
染
物
質
の
排
出
量
は
増
加
し

続
け
て
い
る
。
ま
た
、
地
下
水
の
過
剰
く

み
上
げ
を
理
由
に
、
1
人
当
た
り
の
利
用

可
能
な
年
間
水
資
源
量
は
国
際
的
に
最
低

ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
1
7
0
0
㎥
を
下
回
る

水
準
に
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
他
の
分
野

で
も
環
境
問
題
は
深
刻
化
し
て
お
り
、
各

国
の
環
境
を
多
面
的
に
評
価
し
た
イ
ェ
ー

ル
大
学
に
よ
る
22
年
の
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
評
価
で
、
イ
ン
ド
は
1
8
0
カ
国
・

地
域
中
で
最
下
位
と
な
っ
た
。

　

政
府
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
改
善
や

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
な
ど

を
通
じ
て
経
済
成
長
と
環
境
の
両
立
を
目

指
す
方
針
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
実
現

は
容
易
で
は
な
い
。
現
在
と
同
程
度
の
経

済
成
長
率
が
続
く
場
合
、
発
電
量
に
占
め

る
石
炭
火
力
発
電
の
割
合
を
現
状
の
約
7

割
か
ら
40
年
ま
で
に
3
割
台
に
低
下
さ
せ

て
も
石
炭
消
費
量
は
増
加
し
続
け
る
と
見

込
ま
れ
る
。
大
気
汚
染
が
深
刻
化
す
る
地

域
で
都
市
部
へ
の
車
両
の
乗
り
入
れ
の
禁

止
、
学
校
閉
鎖
、
建
設
工
事
の
中
止
な
ど
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
一
時
的
な
対
応
策
が

頻
繁
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
経

済
へ
の
悪
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

農
業
や
家
計
に
優
先
的
に
水
を
供
給
す
る

こ
と
で
、
半
導
体
や
金
属
関
連
な
ど
大
量

に
水
を
消
費
す
る
製
造
業
の
活
動
に
支
障

が
生
じ
る
リ
ス
ク
も
無
視
で
き
な
い
。

課
題
解
決
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
が
必
要

　

イ
ン
ド
が
直
面
す
る
一
連
の
課
題
を
解

消
す
る
た
め
に
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
一

段
の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
。
第
1
次
・

2
次
モ
デ
ィ
政
権
下
で
様
々
な
改
革
が
実

施
さ
れ
、
イ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
は
大

き
く
改
善
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

雇
用
創
出
や
貿
易
赤
字
縮
小
な
ど
の
カ

ギ
を
握
る
製
造
業
を
切
り
口
に
イ
ン
ド
の

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
概
観
す
る
と
①
厳
格
で

複
雑
な
労
働
法
制
②
電
力
イ
ン
フ
ラ
の
未

整
備
③
工
場
建
設
や
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
を
阻
害
す
る
土
地
収
用
の
難
し
さ
④
保

護
主
義
の
政
策
─
な
ど
が
主
要
課
題
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

労
働
に
つ
い
て
は
、
20
年
に
約
30
の
連

邦
労
働
法
を
4
法
に
集
約
・
簡
素
化
し
た

新
労
働
法
が
成
立
す
る
な
ど
、
改
革
は
あ

る
程
度
進
ん
だ
。
し
か
し
、
新
法
施
行
後

も
一
定
規
模
以
上
の
工
場
に
対
し
て
は
引

き
続
き
厳
格
な
解
雇
規
制
が
適
用
さ
れ
る

と
と
も
に
、
新
法
と
整
合
的
な
州
レ
ベ
ル

の
労
働
法
の
整
備
の
遅
れ
や
州
ご
と
に
異

な
る
労
働
法
制
な
ど
が
雇
用
調
整
の
阻
害

要
因
と
な
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

　

電
力
に
つ
い
て
は
、
00
年
代
に
約
6
割

で
あ
っ
た
家
計
の
電
力
ア
ク
セ
ス
率
が
ほ

ぼ
1
0
0
%
に
達
す
る
な
ど
、
過
去
20
年

で
送
配
電
網
の
整
備
が
進
ん
だ
。
し
か
し
、

イ
ン
ド
の
中
で
電
力
イ
ン
フ
ラ
が
比
較
的

整
備
さ
れ
て
い
る
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
州
、
カ

ル
ナ
タ
カ
州
、
タ
ミ
ル
ナ
ド
州
の
工
業
団

地
に
お
い
て
も
瞬
停
（
わ
ず
か
な
時
間
の

停
電
）
や
瞬
低
（
わ
ず
か
な
時
間
の
電
圧

の
低
下
）
が
頻
発
し
て
い
る
。
半
導
体
産

業
を
は
じ
め
と
し
た
資
本
集
約
型
の
製
造

業
の
育
成
に
は
「
質
の
高
い
電
力
」
の
供

給
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
①

今
後
は
気
象
条
件
に
発
電
量
が
左
右
さ
れ

や
す
い
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発

電
割
合
が
高
ま
る
こ
と
②
電
力
価
格
が
低

く
据
え
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、

送
配
電
網
の
整
備
を
担
う
配
電
公
社
の
赤

字
体
質
が
続
い
て
い
る
こ
と
─
な
ど
を
踏

ま
え
る
と
、
電
力
供
給
は
引
き
続
き
問
題

と
な
り
続
け
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

土
地
に
つ
い
て
は
、
10
年
代
半
ば
に
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
必
要
な
土
地
の
収
用
条
件

を
一
時
的
に
緩
和
す
る
法
改
正
を
行
う
と

と
も
に
、
土
地
取
引
記
録
の
デ
ジ
タ
ル
化

や
州
政
府
に
よ
る
工
業
団
地
の
開
発
な
ど

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、

土
地
の
収
用
に
必
要
な
合
意
率
や
補
償
額

の
引
き
下
げ
な
ど
を
含
め
た
抜
本
的
な
土

地
収
用
法
の
改
革
は
頓
挫
し
、
土
地
収
用

の
遅
れ
は
依
然
と
し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

遅
延
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
遅
れ

は
日
印
協
力
の
目
玉
案
件
で
あ
る
グ
ジ
ャ

ラ
ー
ト
州
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
と
マ
ハ
ラ
シ

ュ
ト
ラ
州
ム
ン
バ
イ
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
の

整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
影
響
し
て
お
り
、

当
初
は
23
年
の
開
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、

土
地
収
用
の
完
了
が
24
年
1
月
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
て
開
業
時
期
は
5
年
前
後
遅

れ
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

貿
易
・
投
資
政
策
で
は
、
P
L
I
ス
キ

ー
ム
（
生
産
連
動
型
優
遇
策
）
や
I
S
M

（
イ
ン
ド
半
導
体
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
を
は
じ

め
と
し
た
補
助
金
政
策
の
拡
充
と
、
段
階

的
に
輸
入
関
税
を
引
き
上
げ
る
P
M
P

（
段
階
的
製
造
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
含
む
輸

入
規
制
の
厳
格
化
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
や
家
電
な
ど
一
部
の
業
種
で
は
イ
ン

ド
生
産
が
拡
大
し
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
輸
入
規
制
の
厳
格
化
や
対
中
F
T
A

（
自
由
貿
易
協
定
）が
な
い
こ
と
を
理
由
に
、

中
国
か
ら
原
材
料
を
輸
入
し
、
欧
米
向
け

輸
出
を
行
う
グ
ロ
ー
バ
ル
規
模
の
組
み
立

て
型
輸
出
製
造
業
は
、
中
国
に
代
わ
る
生
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産
拠
点
と
し
て
イ
ン
ド
よ
り
も
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
連
合
（
A
S
E
A
N
）
に
注
目
し

て
お
り
、
保
護
主
義
的
な
政
策
は
対
イ
ン

ド
直
接
投
資
の
阻
害
要
因
と
な
り
続
け
る

だ
ろ
う
。

　

イ
ン
ド
人
民
党
は
下
院
総
選
挙
に
向
け

た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
、
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

な
ど
を
通
じ
て
イ
ン
ド
を
世
界
的
な
製
造

業
の
拠
点
に
育
て
て
い
く
方
針
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
①
イ
ン
ド
人
民
党
が
単

独
で
下
院
の
過
半
数
の
議
席
を
有
し
て
お

ら
ず
、
政
権
運
営
に
は
複
数
の
政
党
の
協

力
を
取
り
付
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
②
上

院
と
下
院
の
間
の
「
ね
じ
れ
」
が
解
消
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
③
第
1
次
・
第
2
次
モ

デ
ィ
政
権
下
で
農
業
改
革
や
土
地
改
革
な

ど
賛
否
両
論
の
あ
る
改
革
が
頓
挫
し
た
こ

と
、
な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
痛
み
を
伴
う

大
胆
な
制
度
改
革
の
断
行
は
容
易
で
は
な

い
。

　

イ
ン
ド
が
中
長
期
的
に
有
望
な
市
場
で

あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
な
い
が
、
同

時
に
様
々
な
経
済
・
社
会
課
題
を
抱
え
て

お
り
、
イ
ン
ド
経
済
の
先
行
き
を
展
望
す

る
際
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
俯ふ

か
ん瞰

的
な
視

点
を
持
っ
て
臨
む
必
要
が
あ
る
。


